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令和２年４月２０日 

 

Ｈ－００１５ 

 

カナダ・ノバスコシア州における銃乱射について 

 

１  ４月１９日（現地時間１８日深夜から１９日午前にかけて），カナダのノ

バスコシア州において発生した銃乱射事件により，多くの死傷者が発生した

ことにつき，犠牲となられた方々と御遺族に対し心からの哀悼の意を表する

とともに，負傷された方々に心からお見舞いを申し上げます。 

 

２  このような行為はいかなる理由によっても正当化できず，我が国は断固として

非難します。我が国は，カナダ政府及びカナダ国民に対し，強い連帯の意を表し

ます。 

 

［参考］ 

現地時間４月１８日深夜から１９日午前にかけて，ノバスコシア州の複数の場所でガブ

リエル・ワートマン容疑者（５１）が銃を乱射。事件の全貌は明らかになっていないが，

これまでに同容疑者及び警官１名を含め１０名以上が死亡し，少なくとも警官１名が負傷

している。 

なお，在モントリオール日本国総領事館によれば，これまでのところ邦人の被害は確認

されていない。 

 

内容についてのお問い合わせ先 

外務省 北米局 北米第一課 加藤首席事務官（内線：２４６４番） 
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